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第３８回定期中央本部大会 小委員会開催 
第３３回機関紙コンクール、文化・文芸作品コンクール 

神
戸
地
本
を
代
表
し
熱
い
思
い
を
訴
え
る
！ 

 

7

月
９
日
（
木
）
か
ら
7

月
１０

日
（
金
）
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
、
第
３８

回
定
期
中
央

本
部
大
会
で
は
、本
会
議
に
お
い
て
小
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、第
１
小
委
員
会
（
組

織
・
財
政
）
、
第
２
小
委
員
会
（
安
全
・
業
務
・
ワ
ー
キ
ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
に
分
か
れ
て
討
議

が
行
わ
れ
た
。 

小
委
員
会
は
、各
地
本
を
代
表
す
る
代
議
員
が
現
場
の
生
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

重
要
な
場
で
あ
る
と
と
も
に
、本
部
に
と
っ
て
も
現
場
の
実
情
や
課
題
を
直
接
把
握
で
き
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。 

第
１
小
委
員
会
で
は
、神
戸
地
本
か
ら
鳥
居
執
行
委
員
、小
西
神
戸
支
部
委
員
長
、池
内

姫
路
支
部
副
委
員
長
、
横
山
青
年
女
性
委
員
会
副
委
員
長
が
発
言
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
第
２
小
委
員
会
で
は
、藤
井
執
行
委
員
、
高
原
神
戸
支
部
副
委
員
長
、
松
本
網
干

総
合
車
両
所
分
会
副
委
員
長
、
那
須
青
年
女
性
委
員
会
副
委
員
長
が
そ
れ
ぞ
れ
発
言
し
、

職
場
で
抱
え
る
課
題
や
組
合
員
の
声
を
踏
ま
え
た
議
論
に
積
極
的
に
参
画
し
た
。 
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機関紙コンクール 

中央本部大会において、機関紙コンクール、文化・文芸作品コンクールが開催され、神戸

地本から応募された機関紙、文化・文芸作品のうち、以下の作品が受賞した。 

 

第２小委員会（安全・業務・ワーキングイノベーション） 

・装着ボンド脱落に伴う軌道回路不正短絡事象について 

・車両部門における部品・材料の供給体制について 

・カスハラ対策について 

・休職者対応について 

・フレックスタイム、時間帯年休について 

・現場の年齢構成と資格者確保について 

・熱中症対策について 

 

 

第１小委員会（組織・財政） 

・ユニオンカレッジ女性役員コースについて 

・組合加入取組みについて 

・レク活動について 

・労働金庫について 

・業種別専門部会について 

・男女平等参画について 

・青年女性委員会について 

・組織運営の持続性について 

 

那須委員 高原委員 松本委員 
横山委員 池内委員 小西委員 

鳥居委員 

 

努力賞 神戸地方本部 神戸地本NEWS

特別賞 明石電車区分会 明電ニュース

　地本の部

　分会の部

藤井委員⇒ 

作者名 所属

最優秀賞 浮田　秀一 姫路運輸分会

原田　新乃祐 加古川運輸分会

稲永　涼 網干総合車両所分会

川端　昇大 加古川運輸分会

西森　幸広 姫路運輸分会

本多　博一 網干総合車両所分会

短歌・俳句部門

優秀賞

佳作


